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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、女性技術者のキャリア構築、すなわち、ワークライフバランスを維持しな
がらキャリアを構築する活動を、個人的利益と社会的利益という異なるレベルの事柄が並行して起こるミクローマクロ
問題ととらえ、そのような環境でのキャリア構築を、短い時間スパンで発生するキャリアチェンジの積み重ねる過程に
おける心理と、その結果としてのキャリア選択を、「自己アイデンティティの再帰的理解とフィードバック」の視点か
ら調査・分析することを試みた。女性技術者のキャリア構築に関する継続的な聞き取り調査により、キャリア構築の家
庭での心的、行動学的な変化を詳細に分析し、えられた知見を考慮した場を設計し実践した。

研究成果の概要（英文）：We study that the process of vocational experiences of women in science and engine
ering. Suggestions are made regarding the next generation of research on women and career development.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 
近年、わが国の社会問題となっている若年層
の離職率の高さの原因を明らかにし、それを
勤労意欲を高める対策を講じるためには、意
思決定過程の解明するキャリア研究が必要
である初職を貫いてキャリアを継続する場
合の研究は数多く実施されている。これらの
キャリア研究の多くは、終身雇用制を前提に
して議論されている一方、キャリアチェンジ
の研究、特に、キャリア・チェンジの過程そ
のものの研究はまだ緒についたばかりであ
る。一般に、キャリアチェンジは、自問、試
行、自我の再確認からなるループを脱出し、
自身に対する認識と選択行動の矛盾がなく
なることにより実現するといわれるが、この
過程は、社会心理学がいう「本人が意識でき
ない」非意識的・自動的プロセスとして実現
されるため、十分に理解されていない。 
 
本研究では、詳細な聞き取りと調査によって、
キャリア構築の中の「陽でないキャリア・チ
ェンジ」において、心と行動がどのように関
連するのかを明らかにする。さらに、このよ
うなキャリア構築過程の分析結果を、近い将
来に実践に役立てるために必要なプロトタ
イプとして、自らの意思のもとに、自身にと
って適切なキャリア継続、あるいは、キャリ
アチェンジをすることを支援する、擬似的体
験を通じ組織の枠組みを越えた「自律的な
場」の設計、継続的なワークショッププログ
ラムを提案・実施する。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、女性技術者のキャリア構築、
すなわち、ワークライフバランスを維持しな
がらキャリアを構築する活動を、個人的利益
と社会的利益という異なるレベルの事柄が
並行して起こるミクローマクロ問題ととら
え、そのような環境でのキャリア構築を、短
い時間スパンで発生するキャリアチェンジ
の積み重ねとしてとらえ、その過程における
心理と、その結果としてのキャリア選択を、
「自己アイデンティティの再帰的理解とフ
ィードバック」をメタ理論として、適応的視
点から調査・分析することを目的としている。 
従来のキャリア研究は、高度の専門性を有す
る優れた研究者によって理論的に高められ
ている。一方で、工学教育の現場からの視点、
あるいは、実際の女性技術者の視点からの議
論は必ずしも十分になされているとは言い
がたい。そこで、本研究では、応募者のこれ
までの経験と自身の女性技術者・研究者とし
てのキャリア構築経験から、特に、今、喫緊
の課題である、ワークライフバランスを維持
しつつキャリア構築（継続）をめざす女性技
術者の就労継続に伴う問題点とその解決手
段としての「場」の設計を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究は、具体的には、大きな二つの柱を持

つ。一つは、ワークライフバランスに視点を
置きながら、キャリア構築過程でのメンタル
ヘルスの現状を調査し、起こっている問題を
明らかにする。二つ目は、キャリア構築過程
の女性技術者が、キャリア構築の縦横にわた
る情報交換・経験的知識の習得が可能となる
ようなワークショップ・プログラムを提案・
実践し、フィードバックすることである。こ
の目的を達成するために、適応的視点からア
プローチする。 
 
４．研究成果 
幅広い年代の女性技術者のキャリア構築、キ
ャリア・チェンジの体験談の聞き取りを通じ
て、その心と行動の関連を、詳細に調査した。
多様な立場の対象者が、実際の行動としてキ
ャリアチェンジ（転職・退職）するのではな
いが、内的にこれまでのキャリア構築の指針
を変更する「陽でないキャリアチェンジ」を
どのように実践したかを、その振り返りだけ
でなく、継続的な聞き取り調査とフォーラム
を通じて、行動を詳細に観察することにより
分析した。これにより、共通するキャリアチ
ェンジの基本戦略を明らかにした。 
平成 23 年度は、若年層の女性技術者を対

象としたキャリア構築過程の聞き取り調査
を実施し、特にワークライフバランスについ
ての現状とそのキャリア構築への影響、およ
び、キャリア構築の戦略の特徴を抽出した。
女性に限らず、若年期から始めた就労を継続
していく過程で、ライフステージが変わり、
その就労スタイルだけでなく、就労への考え
方、興味・関心も移って行くことを明らかに
した。女性の場合は、特に、結婚・出産・育
児といったライフイベントの影響を大きく
受ける。こうした変化の中で、就労初期の初
心を貫こうとすればするほど、自身が理解し
ている自分が求めている目的と、本当に求め
ている・環境に適応した目的とがずれている
ために、ワークライフバランスや、メンタル
ヘルスに支障をきたす例も見られた。 
平成 24 年度は、23 年度に行った調査の対

象を、若年層から、中堅層、および、それ以
降の世代に移して、同様の聞き取り調査を行
った。中堅層、および、それ以降の世代では、
ワークライフバランスよりも、メンタルヘル
スが、キャリア構築により大きな影響を与え
る。また、長いキャリア構築の中で、キャリ
アチェンジの機会も多くなった。実際の行動
との相関、まさその間のギャップについて、
詳細に調査する。23 年度と同様に、繰り返
し聞き取りを行うことで、若年層とは異なる
キャリア構築の特徴の有無について観察し
た。平成 25 年度は、女性技術者、および、
将来の女性技術・研究者になるであろう理系
女子学生が共に参加するキャリア支援の場
を設計、実施した。キャリア発達にかかるワ
ークショップの形式をとりながら、十分な意
見交換の機会を用意することにより、それぞ
れが抱える事例について、じっくり向き合う



機会を提供できた。これにより、継続的な場
づくりにつなげるために必要な環境整備と
キャリア構築の際の戦略の妥当性を実証す
るために、彼らのキャリアチェンジ、又は、
キャリア継続への心的な刺激を与えうるワ
ークショップ・プログラムを設計し、検証し
た。 
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